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１．はじめに 

今年度開始された GIGAスクール構想によって、

ICT機器の 1人 1台端末が実現し、児童生徒の学び

の環境や方法は大きく変化した。一方、コロナ渦の

状況も手伝い、テレワークも取り入れられるように

なった昨今では、スマート社会に対応した教育が今

まで以上に必要になっている。これらのことから

ICT端末を使いこなして様々なタスクをこなし、適

切なコミュニケーションをとってパフォーマンス

を高めていくための汎用的な資質・能力の育成は、

教科横断的に求められており、とりわけ実技を中心

とする教科である体育授業の ICT 端末を活用した

授業方法の確立については、喫緊の課題と考えられ

る。 

前年度の研究から、ICTの主な活用場面を授業中

から授業外にすることによって、授業中の運動量を

確保できることが検証された。本年度は生徒１人に

１台あたりタブレットが配られることから、タブレ

ットを利用した体育授業の反転授業化を図ること

が本研究の目的である。反転授業とは、授業に先立

って知識をインプットし授業でアウトプットする

というスタイルである（図 1）。これにより授業中

に思考判断をともなった運動の学習が可能になり、

事前の映像学習によって授業のインストラクショ

ンを減らすことが可能となる。 

 
２．方法 
（１）実践対象 
附属中学校1年～3年生を対象とした。授業は、

附属中学校教諭佐々木篤史氏と熊谷春菜氏が担当

した。 
 

 

図 1 反転授業とは 

 

（２）授業構想 

 今回行った授業は、「ネット型、バドミントン」、

「ゴール型、サッカー」、「ゴール型、バスケット

ボール」及び「体つくり運動」である。 

体育の授業では、映像を扱った取り組みは、ICT

端末の導入以前から家庭用ビデオカメラなどを活

用して行われてきた。体育で扱う知識は、言語化

が困難な暗黙知である身体知（言葉にできないけ

れども身体が知っていること）であることも多い。

また、自分の動きの出来映えをとらえるためには、

時間や距離の測定だけではなく、自分を対処とし

た客観的な視点からの情報を得ることによって修

正していくことも重要である。このような取り組

みに対して、コミュニケーションを図るツールの

活用は、体育授業ではあまり行われてこなかった

ことがあり、この点の充実が課題と考えられてい

る。しかし、お互いに関わり合うこと、コミュニ

ケーションすることは、体育授業の主要な目標と

されており、直接の内容である。コミュニケーシ
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と比較しながら、課題を見いだすことができるよ

うになった。見ることによって得られた気付きや

コツは、写真に言葉で書きこみ、ロイロノートの

カードを使用して動画と文字をつなげて管理した。

画像を比較することは、自分が思っている動きと

実際の動きの相違に気付かせることを促進するの

で、目標となる動きのイメージ化、理解に役立て

ることができた。アニメーション化、インタラク

ティブ化によって、連続図のつながりの動きや時

間やリズムの変化に対する指導も効率化が図られ

た。 
 

図 3 動画の編集 
 
授業における児童の課題設定は、運動に対する

児童の疑問やあこがれを促しながら、「学びたい」

という意欲を醸成させ、設定していくものと考え

られる。しかし、教師から提示される単元の課題

や本時の課題のイメージが大きく影響するので、

これまでの教師が主導する授業では、児童が主体

的自分の課題を持つことは困難であった。また、

児童が学ぶ途中で生まれる自己の課題や学んだ後

に生じる課題などのような個人課題を随時教師が

把握することも難しかった。ところが、タブレッ

トのアンケート機能を使用することによって、教

師が掌握することも容易にできるようになった。

単元や単位時間の課題設定のための映像や画像資

料が十分に準備されることによって、適切な資料

を児童が選択することが可能になれば、児童は適

切に課題を設定し、主体的に学ぶことが可能にな

ると考えられた。その際に重要になるのは、授業

中の児童の課題意識の変化を即座に把握する教師

の形成的な評価能力であり、課題の変化を形成的

に捉えることのできるポートフォリオを ICT 端

末によってデジタルで作成し、インタラクティブ

に捉えることが有効となると考えられた。動画の

蓄積・記録を学年・領域を超えてタブレットに保

存できることは、メリットと考えられるがその活

用については継続して活用方法を探求したい。 
今後の課題としては、個別最適化された学びに

よって児童と教師が関わることが少なくなること

が危惧され、どのように関わりを増やしていくか

は実践の中で検証をしていく必要がある。また、

体育の授業中には一人一台端末は、必ずしも授業

の効率を高めるとは限らず、2 人で 1 台，4 人で 1
台などの台数制限によって、一人ひとりの運動量

がどのように変化するのかを見ていくことも大切

である。一方で ICT 活用に際して、相性のよい領

域と悪い領域を検討することも課題として考えら

れる。 
 

５．まとめ 

ロイロノートを用いた体育の「教科書」とノー

トの活用により、連続図や示範動画への書き込み

が可能となり、共有やポートフォリオの役割を果

たし、学び合いのコミュニケーションツールとし

ての効果がみられ、以下のような知見が得られた。 
 
①練習の場の選択において学習の道筋を示し、実

技の前に目標を明確化することに有効であるこ

とが示唆された 
②児童への個別支援の充実と知識の蓄積が可能と

なり、知識の再構成、利用が容易になることが

示唆された。 
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ことによって、各授業の始めにおける教師による

教示や示範を少なくすることが可能になった。体

育の授業では、授業の基本的な構造を生徒の学び

の時間を中心とするようにして、運動学習の中で

動きながら考え、試行することができるようにな

ることが理想的である。そのために目標となる運

動や教材を視覚化し、授業においてどのように動

けばよいのかというイメージをつくるには、ICT
端末による動画などの提示は非常に有効と考えら

れる。授業に取り組む中で生徒によって撮影され

た映像は、クラウドに保存し、共有することが重

要と考えられる。同じものを見ることによってコ

ミュニケーションが生じるからである（図 4）。相

手と同じものを見つめることは、相手に合わせて

視点を共有することになり、距離を縮め協働を可

能にする。授業における映像や情報を共有するこ

とがコミュニケーションを活性化させる最初のス

テップとなるため、ネットワークへの接続は、体

育の授業では非常に重要な観点と考えられる。そ

の一方で授業中は、一緒にいるという状況を活か

して、直接の対話によってコミュニケーションす

ることを優先すべきである。この場合のコミュニ

ケーション手段は、必ずしも言語とはならないが、

可能であればそれらの対話をテクノロジーによっ

て記録したり、テキスト化したりすることができ

れば、教師が学びの状況を把握することができる。

テキスト化されたデータは、ワードクラウドによ

って要約が可能であり、授業中の教師の意思決定

を助けることもつながると考えられる。 
 

 

図 4 データ共有の様子 

ICT 機器活用の成果の 1 つとして、指導と評価

の一体化の充実があげられる。例えばこれまでは、

思考力・判断力・表現力等については、学習ノー

トなどに書き出された内容で、評価をおこない、

指導につなげていた（図 5）。ところが、体育で扱

われることの多い動きは、言語化が困難なところ

も多く、実際にどのような学習がおこなわれてい

たかを見とることが難しい部分があった。しかし、

ロイロノートの映像を確認することにより、授業

で生徒が動きをどのように思考・判断し、言語化

したのかを把握することが可能になり、技能習得

へ向けた思考・判断への教師の介入が効果的にで

きるようになった。ロイロノートの利用では、1
日 10 分程度で、生徒の学習状況を把握すること

ができるようになり、形成的評価を授業に活かす

ことができるようになったことは大きな成果とい

えよう（図 6）。 
 

 

図 5 従来の学習シートの使用例 

 
 

 

ョンを活性化する手段としての ICT端末の利用に

よって、授業中の直接のコミュニケーションの減

少を招くことは極力避けるようにしたい。これら

の現状を踏まえ、授業の成果と課題を検討した。 

 

３．結果 

本実践の結果、以下の結果が得られた。  
 まず、反転授業の考え方を導入したことにより、

次の授業への準備をあらかじめ授業外に行うこと

ができるようになり、各授業の始めにおける教師

による教示や示範を少なくすることができた。 
また、自己の改善すべき点を明確にすることが

でき、技能到達目標を明確に設定できるようにな

った。それに伴い、生徒が集まって確認する時間

を削減することができ、運動学習時間の確保がな

された（図 2）。また、それぞれのグループの iPad
によい動きを送信したり、それをスローで再生し

たり、見てほしいポイントを赤のマークで示すこ

とができたため、生徒の技に対する理解が深まっ

た。 
 

 

図 2 ロイロノートの使用例 

 
特に 2 年生、3 年生はロイロノートの使用に慣

れてきたこともあり、その操作にあまり労力を割

かずに活用できるようになった。その結果、生徒

の思考・判断をより深めることができた。一方、

1 年生は当初ロイロノートの使用に関しては未習

熟な部分もみられたが、使用機会が増えるたびに、

操作にも慣れ、現時点では上級生とほぼ同程度の

使用技術を有するようになった。 

また、自分の動画を各時間で関連付けて保存す

ることが可能になり(図 3)、学習者自身が変化を認

知できるようになった。 
前年度同様、指導と評価のための動画管理がと

ても容易になったことで、生徒の変化や伸びを短

時間に把握することができた。そのことによって

生徒への指導と評価が適切なものになった。 
 

 

図 3 学習者の技能に関する認知 

 

４．考察 

高田典衛の提唱する 4 条件、「動く楽しさ、わかる

楽しさ、集う楽しさ、できる楽しさ」を備えた授業が良

い授業の条件と考えれば、運動を確保することを重

要視するので、ICT 端末の活用によって運動学習時

間が減少することではその利用が本末転倒になる。

したがって、基本的には授業中に ICT 端末に触る時

間は最小限にすることが求められる。1 人 1 台端末と

しての活用は原則であるが、実技の授業において全

ての時間に全員が活用することが能率的なのかは検

討の余地がある。 

自分のパフォーマンスを客観的なデータでとらえ

るためには、他人による端末操作が必要となる。体

育授業の場合には、学び合う集団の中で、必要最小

限の端末を稼働させ、データを共有していくことが有

効と考えられ、効率的な使い方の開発とネットワーク

の整備や授業外での活用が具体的な課題となろう。 

これまで体育の授業では、予習や復習、宿題は

一般的ではなかったが、反転授業の考え方を導入

し、次の授業への準備をあらかじめ授業外に行う
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自分のパフォーマンスを客観的なデータでとらえ

るためには、他人による端末操作が必要となる。体

育授業の場合には、学び合う集団の中で、必要最小

限の端末を稼働させ、データを共有していくことが有

効と考えられ、効率的な使い方の開発とネットワーク

の整備や授業外での活用が具体的な課題となろう。 

これまで体育の授業では、予習や復習、宿題は

一般的ではなかったが、反転授業の考え方を導入

し、次の授業への準備をあらかじめ授業外に行う
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小中一貫で体育的思考力を育む学び 

～ボール運動での教師の関わりについて～ 

 

遠藤 勇太・菅原 純也・小野寺 洋平・渡辺 清子*， 

佐々木 篤史・熊谷 晴菜**，清水 茂幸・清水 将*** 

*岩手大学教育学部附属小学校，**岩手大学教育学部附属中学校，***岩手大学教育学部 

（令和４年３月 14 日受理） 

 
１． はじめに 

昨年度，器械運動領域での分析を行い次の２

点が明らかとなった。 
①教師の言葉かけにより，児童が考えるための

方向付けがなされること 
②教師の発問により，試行錯誤における体育的

表現力の発揮に大きく寄与することがうかが

えること 
今年度は，ボール運動における教師の関わり

について焦点を当てる。知識及び技能を活用し

課題を解決しようとする際の思考力，判断力，表

現力等の発揮については，研究の進んでいない

部分である。思考力，判断力，表現力等を働かせ

るための教師の関わりについて器械運動とボー

ル運動を比較する。再現性が高く，系統的指導に

適した器械運動（第８集）と再現性が低く，系統

性より，瞬間の判断を求められるボール運動の

両極端に位置付く領域（岩手大学教育学部附属

小学校第３１集研究紀要）を比較することによ

り，体育科・保健体育科における教師の関わりつ

いて，概観することができると考える。 
そこで，本研究では本プロジェクトで作成し

た発問分析表（第７集）を用いながら，児童・生

徒の体育的思考力（運動に関わる『問い』をもち，

既習・既有の知を活用しながら動きを通して考

える力。言葉や文字，動き等で相手に伝えようと

する力。論文集第 7 集で規定）を育む教師の関

わりについて明らかにしていくことを目的とす

る。 
  
 

２．方法 

岩手大学教育学部附属小学校において，授

業実践を行い，その授業を録画録音し，教師

の関わりと児童の動きの変容を捉えていく。 
その際，昨年度まで継続的に研究を進めて

いる教師の発問分析表に基づいて，教師の発

問による関わりと児童の変容を分析し，その

有効性を検討するとともに，器械運動とボー

ル運動を比較し，体育科・保健体育科におけ

る教師の発問による関わりについての概観を

考察する。 
また，児童のノート記述から，本時におけ

る児童の思考について分析をする。 
発問分析表は次のとおりである。（論文集第８

集より引用） 

  
 

・運動の根拠を問う(どうしてその運動をし

ているのですか)  

・運動の方法を問う(どうしてその方法にし

たのですか)  

・運動のへの課題を問う(どうしてうまくい

かないと考えますか)  

・運動の良さを問う(その運動の良さは何で

すか)  

・運動の概念を問う(その運動について知っ

ていることは何ですか)  

・運動の理由を問う(その運動を選んだ理由

は何ですか)  

・自己の成長を問う(どのくらい出来るよう

になりましたか)  
 

 

図 6 現在の学習シートの使用例 

 

体育の場合には、自己の経験に基づいて判断を

下す場合が多いが、このようなヒューリスティッ

クによる思考は、直感的で短時間の意思決定を可

能にするが、判断理由にはバイアスが生じる場合

があるので、うまくいかない時に思考を検証する

ことが必要になる。そのためには、主張の理由や

根拠としたデータが正しいかどうかを検討するこ

とが必要となり、データをもとに他者と客観的に

検証することが必要になる。ICT端末によって、

動きを記録し、比較して分析することが可能にな

ったことによって、生徒が科学的に思考すること

が可能になった。 

 

５．まとめ 

本研究では、ロイロノートを用いることによっ

て、体育授業における反転学習の場面を作り出し、

体育の授業外の学習を定着、習慣化することを目

的とした。その結果、運動学習時間が増加して ICT
機器の有効性が明らかになり、以下の知見が得ら

れた。 

①反転授業の考え方を導入したことにより、次の

授業への準備をあらかじめ授業外に行うことがで

きるようになり、各授業の始めにおける教師によ

る教示や示範を少なくすることができた。 
②自己の改善すべき点を明確にすることができ、

技能到達目標を明確に設定できるようになった。 
③見るべき視点を明確にできた。、生徒の技に対す

る理解度が高まった。 
④それに伴い、生徒が集まって確認する時間を削

減することができ、運動学習時間の確保がなされ

た。 
以上のことから、ICT 機器を活用した授業方法

には大いに有効性があると確認された。 
 

謝辞 

本研究を行うに当たりご協力いただいた、附属

中学校関係者、特に生徒の皆さんに感謝申し上げ

ます。本当にありがとうございました。 

 

－ 34 －

教育実践研究論文集　第９巻

ゴール璽サッカー〈3 年） 零詈シート
3年A租晉氏名

l li! 本技能翌得 (2~6 時）

技t:,,:, ポイン t 成栞や改芸，19 イント

（ドリプル・ハ衿
・インリイドキックをする●"・.. ... ・仲間に リフティングのコツを

·••· 
教えられた。

, .. , 心とこ，'で.,,, ることでポー9しコン心ローJゆわか心・ ・忌舵もっと取られないように
""ビ'> .n, シ△一" する。
nンクパス迂●遁"" '一,.s., ●雀こ"'""卜．涵●警良 <T+cac< や9い.. 力して,, くらいで更 ． 
. . ンユートもっと抑えたい。
,,, ブは,,,.,,,.,, ェヽ.,.,,,, なピさ皇●，,,, ,ント,, プは足t下に'"なが., ール0賢い
”めふエゥ,,., ブ"ン., .. , るよ9 匹●●ー・パスがもっと正確になるとい
シ4 ー,., ン"'"''込．、愴 9●""に● "'ぷり"うにす`＇

フヽ・.,,, い。
・炉ル←プ四がールと柑手の閲ヰ『m 、れて相がからポー，,を還ゴ"● ●”“ ・ナイス、 ドンマイなどの声を
＜． 

・和フェン人で⑬ールとごー,,, こ交っ込まな たくさんかけれたし、誰かが
いで朽手からポ＿ルが砒た●閲9こ..を入れも いいプレーをしたときに拍手

9セ・ト""
センタリン,. ●、... 人はぷー"が入っ でくる広で込濯く入リ'" ・.ールが入りそうなタイ9ング もできた。
でスブリントして●手をUがしシューりTる・ ・ロングキックのコツを教えら
センクリン9はディフェンスが沢もしにく<.. 効的 笞から●ポー見"烹嵐に● に"アで，．が、 横

,. 力祁わりにくいため、 9 ロス〇氾"" '・ ぃ． れた。

2 実ll (7 ~ 1 4 時）

伍人チームの裸冦i 裸，，柘決賓呉体が）棟習力法

・UたJ平 , S-1f!7 l'r -l"l ンA 讐かかない ・少し距離をとったパス練習
→よくなった ・オフザポールの動きの確認（流れの中

が覧がらない
で1

ヶ． ・・デキッイクフ，，エンンスやとゴオーフルキェンッスクので日頃経に1び環方しがてい贈るにョ霞れている←
・ピルドアップの練習

・ポジションの確認

""・ "さ） ・ディフェンスのラインを合わせる練習
り

J . パスを繋 ぐ

I • 組織的な守備、攻撃 てもらいに行く ターン（サイドからク

ロス、中央からなど）

l{) 可.'.I !'!

;澤でJ, なし皐：いこく-よ）．さう霊`にらす胃..,.るっ,. • た渭シら沿すュ肩ーぐい攻トて塁はバ翠：：ス切ちゼエり聟苔いいえてる． 
饉が＂名れプでたレ飛鍼ッびばシ込にャよ恥ーなにIJい行[こで行き． 網手を少しうさ付けて網手からポー）しが＜．畢本四こホ-)いホルダーにl警近いA

き用1J はパスコースを切った1J カバー！こ入
る．

t t 

・ボ ールを受ける前に周リ

ヶ ・ゴ ール 前での決定カ
を見て状況を確認する

l ・パスを出してからの次の動きが

ム あまり無い
・ポ ールを持った時に姿勢

II • ポールをもらってからすぐに取 を良くして視野が広くな

られることが多い るよ うにする

・ク ロ ス が 少 な い

r
し




